
　まずは皆さんの卒業を心よりお祝い申し上げます。
　小学校生活を終え、新たなステージに進む皆さんの姿に、私たち PTAも大変嬉
しく思っております。
　思い返せば皆さんが入学してきた日から今日までの６年間、多くの成長を見守っ
てきました。
　友達と共に学び、遊び、時には困難に直面しながらも、その度に助け合い支え合っ
た姿が思い出されます。

　特に、運動会や旗フェスなどの行事を通じて、皆さんの笑顔が輝いていたことが心に残っています。
　これから中学校に進む皆さんにとって、新しい環境には期待と不安が入り混じるかもしれません。
　しかし、小学校で培った友や学びは、必ず次のステップでの大きな力になります。
　どんな困難が待ち受けていても、自信を持って挑んでください。
　そして、いつか皆さんが自分の夢を叶えた時、その時の経験が深い支えとなることを信じています。
　保護者の皆様、これまでのサポートに心から感謝申し上げます。
　子どもたちの成長を見守り、時には厳しく、時には温かく接して頂いたおかげで、今日の卒業生たち
は立派に成長しました。
　今後も、引き続きお子様のサポートをよろしくお願いいたします。
　最後に、卒業生の皆さんが明るい未来を切り開き、自分らしい道を歩んでいくことを心より願ってお
ります。
　改めて、卒業おめでとうございます！皆さんの未来に幸多きことを祈っています。
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ＰＴＡ会長　渡邊　宗光

校長　保土澤　尚教
　６年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　旗台小学校にとって、92 回目の卒業生となる皆さんは、チームワークとお互い
のちがいを生かし合うよさをもった、みんなに愛された６年生でしたね。
　さて、ある本に、とても面白いことが書いてありました。
　世界中にはいろいろな人たちが、いろいろな場所に住んでいます。一人一人、み
んなちがう私たち。誰もが知っている、当たり前の常識です。しかし、地球上の様々
な場所で生活してきたのにも関わらず、私たち人間は、善悪の判断基準や、集団生

活でのルール（家族や仲間を大切にする）について、よく似た価値観をもっているのだそうです。
　つまり、住んでいる場所や時代が全くちがっても、人間の生き方には共通する基準がある。私たち人
間は、お互いが生きていくために大切なことを、本能として知っているのかもしれません。皆さんの姿
にも、このことは「やさしさ」として、よく現れていましたね。
　歳時記では、春に萌え出る草々を若草と呼んでいます。新鮮
で瑞々しく、春の息吹を感じながら、どこまでも伸びよ、旗台
小学校を巣立つ若草たち。みなさんの未来に幸あれと、いつま
でも応援しています。
　素敵な出会いと、かけがえのない時間をありがとう。

卒業おめでとうございます！

伸びよ　若草
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編集後記
　今年度も様々な行事を通して、子どもたちの笑顔をたくさん見ることができました。
　広報誌発行にあたり、多大なご協力をいただきました先生方や関係者の皆様に心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （広報部　３学期担当一同）

子どもたちが一生懸命に考え、表現して作った作品が集い、
展覧会の会場は個性溢れる素敵な空間となりました。
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